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現場実証概要（令和7年現場実証結果）

ローカル５Gを活用した４K映像リアルタイム伝送検証技術名

技術概要

実証結果

現場実証状況

問合せ先

本技術は独自の映像伝送技術を映像伝送機、受信機
に組み込むことで、従来のエンコーダー、映像伝送
機器よりも通信の安定性、画質、短遅延であること
を実現する技術である。
具体的にはビデオ圧縮率を自動調整する技術であり、
常に変動する不安定なモバイル回線に合わせて映像データを自動調整し、映像中継を
止めない仕様。動画圧縮規格であるHEVC/H.265に対応。電波の悪い環境でも高画質な
映像伝送を実現するものである。
岩淵水門・新田一丁目のローカル５G基地局周辺で４K
カメラの映像を12Mbpsの伝送速度、200msec(0.2秒）
の遅延で伝送できるかを確認。両基地局圏内で映像が
途切れることなく伝送できることを確認できた。なお、
フレームレート60fpsの滑らかな映像も確認できた。
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